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【対象】健常な若年男女 10名(平均年齢 22.8歳)。 
【方法】人工気候室内(環境温 28℃、相対湿度 40%)における椅座位安静時に、水(300ml)、フルクト




















健常な若年男女 10名(平均年齢 22.8歳)を対象とし、人工気候室内(環境温 28℃、相対湿度 40%)
における椅座位安静時に、水(300ml)、フルクトース(水 300ml+フルクトース 75g)およびグルコース
(水 300ml+グルコース 75g)摂取 20分後の 3条件において、下肢温浴(42℃、60分間)時の血漿浸透圧、
血漿グルコースおよびインスリン濃度、食道温、皮膚血管コンダクタンス、発汗量を測定した。 
その結果、血漿浸透圧は、フルクトースおよびグルコース摂取で水摂取に比べ有意に高値を示した。
血漿グルコースおよびインスリン濃度は、グルコース摂取で他の 2条件に比べ有意に高値を示した。
皮膚血管拡張および発汗の食道温閾値は、フルクトース摂取で他の 2条件に比べ有意に高値を示した
が、グルコース摂取と水摂取との間には有意な差を認めなかった。フルクトースおよびグルコース摂
取の比較において、皮膚血管拡張および発汗の食道温閾値の上昇量は、各閾値出現時のインスリン濃
度の摂取前からの上昇量と有意な負の相関を示した。 
以上のことから、フルクトース摂取による血漿浸透圧の上昇は、皮膚血管拡張および発汗の食道温
閾値を上昇し、体温調節反応を抑制する。一方、グルコース摂取では、血漿浸透圧は上昇するものの
皮膚血管拡張および発汗の食道温閾値は上昇せず、体温調節反応は抑制されないことが明らかとなっ
た。 
 本研究は、グルコースおよびフルクトースの体温調節反応に及ぼす影響を明らかにしたものであり、
熱中症予防や運動パフォーマンスの低下抑制のために有用される糖質・電解質溶液組成の決定に貢献
するものである。 
よって、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
